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ＮＴＳＢの安全勧告 （Ｂ７８７型機のリチウムイオン電池）

○ＮＴＳＢの報道発表（５月２２日）

http://www.ntsb.gov/news/2014/140522.html
○ＮＴＳＢの安全勧告（Safety Recommendations A-14-032 through 036）
http://www.ntsb.gov/doclib/recletters/2014/A-14-032-036.pdf

（５項目の安全勧告）

（報道より）

○ＮＨＫ 航空機のバッテリー電池 検査見直しを 5555月 23232323日 10101010時 57575757分

去年、ボーイング７８７型機のバッテリーから出火するトラブルが相次いだことに関連して、アメリカのＮＴ

http://www.ntsb.gov/news/2014/140522.html
http://www.ntsb.gov/doclib/recletters/2014/A-14-032-036.pdf
http://www.ntsb.gov/doclib/recletters/2014/A-14-032-036.pdf
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ＳＢ＝国家運輸安全委員会は、バッテリーに使われるリチウムイオン電池の安全性を検査する方法などを見直

すよう勧告しました。

去年１月、アメリカ東部ボストンの空港でボーイング７８７型機のバッテリーから火や煙が出たトラブルにつ

いて、ＮＴＳＢは２２日、これまでの調査結果を踏まえ航空機の安全の維持を担うＦＡＡ＝連邦航空局に勧告

しました。

この中でＮＴＳＢは、航空機のバッテリーに使われているリチウムイオン電池について、現在の安全基準は不

十分で、電池内部で異常な発熱が起きる現象を検査する方法が適切ではないなどと指摘しています。

そのうえで航空業界の外部からこの電池に詳しい専門家を加えるなどして、安全性を検査する方法や安全基準

を見直すよう勧告しました。

また、この電池を搭載して現在も運航しているボーイング７７７型機の一部や、エアバスＡ３８０型機などの

機種について、電池の異常な発熱が起きるリスクを再評価し必要な対応を取るよう求めています。

ＮＴＳＢの勧告について、ＦＡＡは「すでに国内外のリチウムイオン電池の専門家や外部の組織と基準の見直

しに取りかかっているところだが、勧告はしっかりと精査したい」とコメントしました。

勧告について、国土交通省は、「勧告は、製造時の検査基準などに関するもので、今すぐ新たな対応が必要と

される内容ではない。今後のアメリカ側の動きを注視したい」としています。

７８７型機は、日本国内では現在、全日空と日本航空が合わせて４２機を所有していますが、運航への影響は

ないということです。

○産経ＢＩＺ

米安全委、Ｂ７８７トラブルで勧告 「航空機電池の検査不十分」2014.5.24 05:00

昨年１月に米ボストンでバッテリー発火トラブルを起こした日本航空機のバッテリーの覆い＝米ワシントン

（ＡＰ）

昨年１月に米ボストンで起きた日本航空の中型機ボーイング７８７のバッテリー発火トラブルを受けて米

運輸安全委員会（ＮＴＳＢ）は２２日、搭載するリチウムイオン電池の安全性確保のための認証検査が不十分

だったと指摘し、米連邦航空局（ＦＡＡ）に改善策を勧告する報告を発表した。

米航空機大手ボーイングが製造する７８７は、リチウムイオン電池を採用したが、電池で「内部短絡」が起

きた結果、連鎖的に異常な高温となる「熱暴走」が発生。昨年１月には全日本空輸機が飛行中にバッテリー発

煙を起こし、高松空港に緊急着陸する事故も起きた。

ＮＴＳＢの報告は、ＦＡＡはボーイングとともにリチウムイオン電池の安全性検査の認証方法を取りまとめ

たが、電池の内部短絡についてボーイングが危険性を「過小評価していた」と批判。ＦＡＡが、技術面の助言

を求めるために「航空産業以外に目を向けるべきだった」と指摘した。

その上で、内部短絡が起きた場合の安全性を確認できる検査方法を開発することを勧告。将来の航空機設計

の認証でその検査を活用することや、運航中のリチウムイオン電池を搭載した航空機の内部短絡リスクについ

ても再評価することなどを求めた。

Ｂ７８７を運航している日航と全日空は、今のところ勧告の影響はないとしている。（ニューヨーク 共同）

http://www.sankeibiz.jp/business/photos/140524/bsd1405240500004-p1.htm

